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大阪市生物多様性ネットワーク会議
2018年から年4回開催（2020年度以降はオンライン）

毎回大阪市生物多様性地域戦略の施策に関するテーマを
決めて話題提供し、参加者が意見交換を行う。
多様な主体が参画する地域連携プラットフォーム

当初20～30名であったが、最近は70名前後が参加

参加者数の推移（人）



生物多様性の主流化
2023年1月 新しい食糧生産と生物多様性
2022年11月 若者世代をめぐる生物多様性
2022年8月 子どもをめぐる生物多様性

生物多様性をより広く市民、若者へ広げていこう
2022年3月 未来を担う世代が考える大阪の生物多様性
2022年1月 「大阪の川・水辺は今」
2021年10月 サステナブル なまちなか「農」への期待
2021年8月 生きものにふれあえる公園

30年後を見据えたまちづくりの具体化と各主体の新たな活動の模索
2021年3月 生物多様性の恵みを感じるまち大阪 2050 に向けて
2021年2月 大阪市の施設を利用した新しい取組み
2020年11月 学校教育における生物多様性学習の発展
2020年10月 学校教育と生物多様性

年ごとのテーマと各回の内容





















プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に先日行われた新しい食糧生産の話題です。
植物工場や陸上養殖が生物多様性に貢献できるか、というテーマでしたが、今すぐには難しいが、可能性はあるということでした。
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